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令和元年第 3 回田川地区斎場組合議会定例会議事日程 

 

令和元年 10 月 3 日（木）午前 10 時 00 分開議 

                  田川青少年文化ホール 大会議室 

 

 

日程第 1  会期の決定 

 

日程第 2  会議録署名議員の指名について 

 

日程第 3  諸般の報告 平成 30 年度経過月分（1 月～5 月）の出納検査について 

 

日程第 4  認定第 1 号 平成 30 年度田川地区斎場組合歳入歳出決算の認定について 

            

日程第 5  議案第 8 号 令和元年度田川地区斎場組合一般会計補正予算（第１号） 
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◎副議長（城島信幸議員） 

定刻の時間となりました。 

皆さま、おはようございます。 

本日、皆川議長が欠席のため、私、副議長の城島が議事進行いたしますので、よろしく

お願い致します。ただ今、出席議員は、１９名中１８名であります。よって、本会議は成

立いたしました。ただ今より、令和元年第３回田川地区斎場組合議会定例会を開会いたし

ます。なお、本日の会議に欠席届のあった議員は皆川高司議員１名であります。 

では、議事に移ります。日程第１「会期の決定」を議題とします。 

お諮りします。会期は、本日一日限りと致したいと思いますが、これに、ご異議ございま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

◎副議長（城島信幸議員） 

ご異議なしと認めます。よって、会期は、本日一日限りと決しました。日程第２「会議録

署名議員の指名」を議題とします。会議録署名議員は、会議規則第８７条の規定により、議

長において、指名いたします。会議録署名議員には浦野幸治議員、佐々木正憲議員を指名致

しますので、よろしくお願いします。次に参ります。日程第３「諸般の報告」を議題としま

す。 

お手元に配布のとおり、監査委員より「平成３１年１月から令和元年５月までの経過月分

の出納検査報告」の提出がありましたので、ご了承願います。次に参ります。日程第４・認

定第１号「平成３０年度田川地区斎場組合歳入歳出決算の認定について」を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

◎副議長（城島信幸議員） 
二場管理者どうぞ。 

 

◎管理者（二場公人田川市長） 

皆さん、おはようございます。 

令和元年第３回１０月定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様方におかれまして

は、大変、お忙しい中ご参集いただきまして誠にありがとうございます。本定例会におき

ましては、「平成３０年度歳入歳出決算の認定について」と「令和元年度一般会計補正予

算」について提案をさせていただきました。さて、平成３０年度歳入歳出決算につきまし

ては、皆様のご協力によりまして、３０年度も度黒字決算となっております。しかし諸事

情を考えますと今後も楽観視できないというのが現状であり、今後も健全な斎場組合の財

政を含めたところの健全運営に務めて参りたいと考えております。それでは提案理由説明

に入らせていただきます。 

日程第４・認定第１号「平成３０年度田川地区斎場組合一般会計歳入歳出決算」につい
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てご説明申し上げます。一般会計決算は、予算現額、歳入歳出とも１億７,３４６万円に

対し、歳入総額１億７,５２３万７,２１７円、歳出総額１億６，５４０万５，５７４円と

なっており、したがって、歳入歳出差引額は９８３万１,６４３円となっております。 

なお、詳細につきましては事務局が説明いたしますので、よろしくご審議のうえ、ご賛

同いただきますようお願い申し上げます。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

◎副議長（城島信幸議員） 
事務局どうぞ 

 

◎事務局（松本主任） 

事務局からは、お手元配布のＡ４サイズの平成３０年度歳入歳出決算説明資料に基づき

ご説明いたします。資料の１頁をお願いします。平成３０年度の主な事業と成果を記載し

ています。次に２頁をお願います。平成３０年度田川地区斎場組合一般会計決算総括表で

す。まず、歳入では、１款・分担金及び負担金から６款・諸収入までの予算現額１億７，

３４６万円に対し、収入済額１億７，５２３万７，２１７円を収入しております。一方、

歳出では、１款・議会費から４款・予備費までの予算現額１億７，３４６万円に対し、支

出済額１億６，５４０万５，５７４円を執行しております。 次に３頁をお願います。こ

こから、歳入を科目別に、ご説明いたします。まず、１款１項１目 1 節の市町村負担金で

は収入済額９,１６７万７,０００円で市町村負担金です。次の２款１項１目１節の斎場使

用料では、収入済額５,０５４万２,６００円で、主なものは遺体焼却使用料です。次に２

款１項２目１節の店舗使用料では、収入済額６９万円で店舗賃借料と駐車場夜間使用料で

す。次に２款２項１目１節の事務手数料では収入済額１万２,２５０円で、火葬証明書等の

発行手数料です。次に３款１項１目１節の利子及び配当金では収入済額９,９１０円で、主

なものは施設整備基金積立利子です。次に４款１項２目１節の職員退職手当基金繰入金で

は収入済額２,３００万円で、職員退職手当基金を取崩し繰入しております。次に５款１項

１目１節の前年度繰越金では、収入済額９０５万５,３９４円で、前年度決算剰余金です。

最後の６款１項１目１節の雑入では、収入済額２５万６３円で、主なものは店舗電気使用

料です。４頁をお願いします。続いて、歳出をご説明いたします。１款・議会費では、支

出済額７０万２９０円で、組合議員１９名分の報酬と旅費です。次に、２款１項１目１節

では、支出済額１３万７,０００円で、管理者、副管理者報酬です。次に、２節の給料で

は、支出済額８６３万７,６００円で、職員２名分の給料です。次に、３節の職員手当等で

は、支出済額２,７５９万４,３１３円で、職員２名分の諸手当と職員１名分の退職手当で

す。なお、不用額の主な要因は、退職手当の支給月数が減少したことによるものです。次

に、４節の共済費では支出済額３５３万３,３２３円で、主なものは共済組合負担金や社会

保険負担金です。なお、不用額については、嘱託職員１名の採用見送ったためです。次

に、５節の災害補償費の支出はございません。次に、７節の賃金では支出済額４７２万１,



4 

 

８３５円で、主なものは嘱託職員２名分の賃金です。なお、不用額の主な要因は、共済費

同様、嘱託職員１名の採用を見送ったためです。次に、９節の旅費では支出済額１４万５,

８８０円で、主なものは職員の日額・普通旅費です。次に、１０節の交際費では支出はご

ざいません。次に、１１節の需用費では支出済額２,２７９万８,８８９円で主なものは燃

料費、光熱水費、消耗器材費、修繕費です。なお、不用額の主な要因は燃料費の灯油単価

が想定額を下まわったことによるものです。次に、１２節の役務費では支出済額７９万５,

５９５円で、主なものは電話料など通信運搬費です。５頁を願います。１３節の委託料で

は支出済額５,０６５万８,５０９円で、主なものは斎場施設管理業務や警備業務、残骨処

理業務に係る費用です。次に、１４節の使用料及び賃借料では、支出済額２４３万１,８１

６円で、主なものは斎場予約案内システムリース料です。次に、１５節の工事請負費では 

支出済額７０２万４,０５０円で、主なものは、火葬炉補修工事や待合棟 LED 照明取替工

事、待合棟エアコン室外機補修工事です。なお、不用額の主な要因は、エアコン室外機補修

工事の財源確保に備え、屋上作業用階段工事を見送ったことによるものであります。 

次に、１８節の備品購入費では支出済額１１万８,８００円でプリンター１台を購入してい

ます。次に、１９節の負担金補助及び交付金では、支出済額４万８,６６４円で主なものは

市町村福祉協会負担金など各種団体の負担金です。次に、２５節の積立金では支出済額３,

６００万９,９１０円で主なものは施設整備基金積立金及び財政調整基金積立金と積立利子

です。次に６頁を願いします。２款２項１目の監査委員費では、支出済額４万９，１００円

で、監査委員報酬と費用弁償です。次に３款・公債費では、支出はございません。最後の４

款・予備費では、２款総務費へ８７万円を予算充用しています。２頁にお戻りください。表

の下段に記載の平成３０年度歳入歳出決算は収入済額１億７,５２３万７,２１７円で支出

済額１億６５４０万５５７４円となり収支差引額９８３万１，６４３円が翌年度の繰越金

となります。７頁をお開き願います。財産に関する調書でございます。１の公有財産では、

前年度数値から異動はございません。２の物品では、本年度中レザープリンター１台が増加

し、年度末現在高では２９７台の備品保有台数となっています。３の債権では、新たな取得

はございません。４の基金では、⑴の財政調整基金では、５００万円の増で年度末残高は１,

９０１万５,８４２円となっております。⑵の職員退職手当基金では２,１９９万８,５９０円

の減で、年度末残高は２１３万７,３８１円となっております。⑶施設整備基金では３,００

０万８,５００円の増で年度末残高は９,００１万２,３５０円となっております。８頁からは

火葬件数等の参考資料を添付していますので、のちほど、ご参照願います。 

以上、「平成３０年度 田川地区斎場組合一般会計歳入歳出決算」についての説明を終わ

ります 

 

◎副議長（城島信幸議員） 
それでは、ここで、監査委員から決算審査の結果報告を受けたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 
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◎副議長（城島信幸議員） 
宗吉監査委員どうぞ 

 

◎監査委員(宗吉幸生委員) 

おはようございます。監査委員の宗吉でございます。去る８月２１日に管理者から審査に

付された「平成３０年度田川地区斎場組合歳入歳出決算」につきまして、審査を行いました

のでご報告申し上げます。審査の方法は、決算書・付属書類が関係法令に準拠して作成され

ているか、決算計数は正確か、また予算の執行は計画的かつ効率的に行われているかなど、

会計帳簿と照合点検を行うと共に、関係職員の説明を聴取し、審査を行いました。審査結果

について、ご報告申し上げます。審査の結果は、歳入歳出決算書、その他関係書類は、地方

自治法施行規則で定められた様式で作成され、その計数は歳入歳出簿及びその他関係帳簿

等と照合の結果、正確であり、予算執行についても関係法令に基づき、適正に処理されてい

るものと認めました。予算執行の状況でありますが、歳入決算総額では収入率１０１．０

２％、歳出決算総額では予算執行率９５．３６％となっており、予算に沿った執行になって

おります。最後になりますが、「郡市民の視線に立ち、住民感覚に沿った運営、心温かい対

応」を第一義に心がけて、職務遂行に務めていただきますようお願いします。なお詳細につ

きましては、お手元に配布いたしております「決算審査意見書」により、ご承知を頂き、審

査結果の報告を終わらせて頂きます。 

 

◎副議長（城島信幸議員） 
ただ今、決算内容の説明が終わりました。これより、質疑に移ります。 

質疑はございませんか。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

◎副議長（城島信幸議員） 

筒井町長どうぞ 

 

◎議員(筒井澄雄町長) 

平成３０年度の事業と成果の中で、やはり 1日当たり５．５４人と６基あるうち、ほぼ全

炉を使っているという状況でございます。この当たりからすれば今後の何か改善策は考え

ているのでしょうか。と申しますのが、やはり１基が故障すれば問題が出てくるのではない

かなとはいう気がするのですけど今後の考え方があれば出していただきたいと思います。 

「議長」と呼ぶ声あり） 

◎副議長（城島信幸議員） 

事務局。 
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◎事務局（松﨑場長） 

只今のご質問にお答えさせて頂きます。 

事務局・執行部では、将来、田川地区斎場の建て替え工事を計画させて頂きたく、今現在、

その財源を確保するために施設整備基金を設けて積立てている状況でございます。将来は、

町長さんのご質問にもございましたが、６基を８基程度に増設して、建て替えを計画したい

というふうに考えやっております。 

 

◎議員(筒井澄雄町長) 

 はい。 

 

◎副議長（城島信幸議員） 

ほかに質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎副議長（城島信幸議員） 

これで質疑を終わります。これより討論に移ります。討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎副議長（城島信幸議員） 

これで討論を終わります。これより採決をいたします。本決算は、原案のとおり認定する

ことに、ご異議ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎副議長（城島信幸議員） 

ご異議なしと認めます。 

よって、「平成３０年度田川地区斎場組合歳入歳出決算」は原案のとおり認定することに

決しました。次に移ります。日程第５・議案第８号「令和元年度田川地区斎場組合一般会計

補正予算（第１号）」についての議題と致します。提案理由の説明を求めます。 

(「議長」と呼ぶ声あり） 

◎副議長（城島信幸議員） 

二場管理者どうぞ。 

 

◎管理者（二場公人田川市長） 

日程第５・議案第８号「令和元年度田川地区斎場組合一般会計補正予算」について、ご

説明申し上げます。今回の補正は、３０年度決算剰余金の受入れと基金の振替が目的であ

ります。既定額１億４,０７６万９千円に対し、歳入歳出予算、それぞれに２,９８３万円

を追加し、予算現額を１億７，０５９万９千円にするものであります。補正の詳細につき

ましては、事務局が説明いたしますので、よろしくご審議のうえ、ご賛同いただきますよ

うお願い申し上げます。 
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（「議長」と呼ぶ声あり） 

◎副議長（城島信幸議員） 

事務局、どうぞ。 

 

◎事務局（松本主任） 

それでは、補正予算書の４頁をお願います。４款・繰入金では、財政調整基金から施設整

備基金に２，０００万円を振替えて積立てるため、財政調整基金２,０００万円を取崩して

繰入れるものでございます。次に５頁をお願います。５款・繰越金では、３０年度決算剰余

金を既定額に９８３万円補正するものでございます。次に６頁をお開き願います。ここから

は、歳出予算でございます。２款１項１目の一般管理費において、既定額１億３，８８５万

６千円に、２,９８３万円補正し、予算現額を１億６，８６８万６千円となっております。

細節で、１５節の工事請負費で待合室エアコン取替工事に４５３万円を計上しております。

次に２５節の積立金では、前年度繰越金のうち５３０万円を財政調整基金に振替えて計上

しております。また、今回の補正により財政調整基金現在高が２,４００万円となりますの

で特目基金である施設整備基金に２，０００万円を振替えるものでございます。なお、令和

元年度末基金について７頁に添付しておりますので、のち程、ご覧下さい。詳しくは７頁の

基金残高調書をご参照願います。以上で令和元年度補正予算の説明を終わります。 

 

◎副議長（城島信幸議員） 

ただ今、補正内容の説明が終わりました。これより質疑に移ります。質疑はございません

か。 

（「なし」の声あり） 

◎副議長（城島信幸議員） 

質疑がないようですので、討論に移ります。討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎副議長（城島信幸議員） 

討論を終わります。これより採決をいたします。本補正予算は、原案のとおり決すること

に、ご異議ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎副議長（城島信幸議員） 

ご異議なしと認めます。よって、「令和元年度田川地区斎場組合一般会計補正予算（第１

号）」は、原案のとおり可決しました。以上で、本日の会議に付された案件は、すべて、終

了しました。これをもちまして、令和元年第３回田川地区斎場組合議会定例会を閉会いたし

ます。お疲れ様でした。 

 


